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TPay カード発行までの流れ

TPay アプリの登録・KYC 確認

Webサイトでの TPay アカウント登録

カード発行費用の支払い

カードのアクティベート・チャージ方法



iPhone もしくはAndroid で「PA Alliance」を検索し
アプリをダウンロードします。
ios版

アカウント作成を行います。
アプリを起動させ「Register」をタップします。
アカウント作成画面になりますので、ログインに使うメールアドレス、
パスワードを入力します。
パスワードは12文字以上で、数字、大文字、小文字、記号（@など）を入れる必要があります。

アカウント作成後、登録したアドレス、パスワードでログインします。

メールの確認画面が表示されます。
１）入力したメールアドレスを確認し、
２）「send Verification Code」をタップします
　　入力したメールに6桁の数字が送られてくるので
３）「Verification Code」に入力し、
４）「Verify」をタップします。

携帯番号を登録します。
１）国番号+81を入力、携帯の番号を入力し
２）「send Verification Code」をタップします。SMSで6桁の数字が送られてくるので
３）「Verification Code」に入力し、
４）「Verify」をタップします。

メールアドレス、電話番号の登録完了後、
再度ログインすると、本人確認のお手続きとなります。
※登録する身分証はパスポートのみ有効です。
パスポートの準備ができましたら eKYCのボックスを
タップしてください。

Tpay アプリの登録・身分証明書の提出　①
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CHECK !

ログイン後、Profile メニューの
「Biomatric」をオンにすることで
次回より、パスワードではなくて
顔認証でログインすることが
できます。

Android 版



本人確認のページが開きますので
１）パスポートの登録と
２）顔認証を行います。
カメラのアクセスを求められた場合は「許可」をして下さい。

パスポート登録が始まりますので、パスポートを画面の枠に入れます。
枠に入れたら、右下の「Submit」ボタンを押します。

パスポートの登録が完了すると顔確認が始まりますので、
丸い枠の中に顔を入れてください。

顔認証が完了すると completed 画面が表示され、確認待ちとなります。

アプリに戻り、Accounts より再度 eKYCの
画面に進むと登録状況を確認できます。
登録後はPending となり、認証されると
「Approved」となり、
サインの入力画面に進みます。

※通常1～2分で認証処理は完了します。数分してもPending 状態が続く場合は
　「Start Electronic Identity Verification」ボタンを押して再度認証を行ってください。

Tpay アプリの登録・身分証明書の提出　②

POINT!

※青いラインが100%まで表示された後、5秒ほど静止すると認証されやすいです。
※確認がうまくいってない場合も認証されている場合がありますので、なかなか認証されない
　場合は一度アプリに戻ってAccounts > eKYCよりステータスを確認してみてください。



本人確認が完了するとサイン入力画面になります。
Referral Code は空欄のままで大丈夫です。
画面下の空欄にパスポートと同じサインを行います。

ここは空欄でOK

サインが完了すると、画面に登録した名前が表示されますので、
こちらをタップすると登録情報が表示され、下記3点の登録をします。

各項目は大体で大丈夫です。
実際に審査などがあるわけではないので年収は100000USDくらいに
職業は選択肢が多いので一番近いと思うものを選べば大丈夫です。。

入力が完了すると、初期設定は完了となります。
ここまで完了しましたらWebサイトに進み、カード費用の支払いを行います。
※すでにお手元にカードがある場合は、アクティベートの項目にお進みください。

※サイン画面が表示されない場合は、次にお進みください。

１）Annual Income（USD） - 年収をドルで入力
２）Occupation - 職業を選択
３）Position - 役職を選択

認証完了後、TPay のWeb サイトより登録作業を行い
カードの到着を待ちます。

Tpay アプリの登録・身分証明書の提出　③

1

2

3

ここにパスポートと同じサインをする



HPよりSign up をクリック
https://www.tpay.world

申込ページが表示されますので、最初に
右上の言語ボタンを Japanese に変更し、
下記情報を登録します。
 ・メールアドレス
 ・パスワード
 ・招待コード　→　bxone

申込ページより下記情報を入力します
 １）テレグラムのユーザー名
 ２）パスポートの名前
 ３）TPay カードに記入する名前
 ４）アプリに登録したメールアドレス
 ５）電話番号
 ６）TPay カードの発送先住所　　

次に、カード発行費用の200USDを支払います。
支払いは暗号資産「USDT」もしくは「USDC」となります。
 １）ネットワークを設定（Tron もしくは Ethereum）
 ２）通貨を選択
 ３） 送金するをクリックします。

200USDの送金先のアドレスが表示されます。
送金アドレスをクリックするとコピーされますので、
ご利用の取引所よりUSDT（USDC）で送金を行ってください。

送金が完了しましたら「完了」タップします。

送金後、送金が無事に完了すると
「Payment process completed」という件名のメールが
届けき送金は完了となります。
カードの発送待ちとなります。（カード到着まで約2週間）

国番号は入れない。例）09012345678

（英語表記で入力）

アカウントが開設されると、登録したアドレスに「User signup successfully」という件名の
メールが届きます。

Webサイトでの登録
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3 送金はオンラインウオレット「BXONE」を使うと簡単に行えます。
BXONEから送金する場合、ネットワークはEthereumを選択してください。

ここをクリック



BXONEにログインし、メニューから「Withdrawal」を
選択します。
通貨はUSDT（Tether ERC20）を選択します。

Amount に 200を入力し、Address は Tpay の支払い先
アドレスを貼り付けます。

2段階認証のコードをいれて「Process」をクリックします。
完了画面が表示され送金処理は完了となります。

TPay カード発行費用の支払い（BXONEからの送金方法）

200



TPay カードはDHLで発送され、通常は2週間程でお手元に届きます。

DHLで発送されます 中に封筒が入っており その中にカードが入っています

TPay アプリのアクティベート方法

Tpay が届くまで

TPay カードを利用するにはTPay カードとアプリを紐づける必要があります。
TPay アプリを起動させ、Crad タブを選択。
「Didn’t See Your Card ？」をタップします。

カード情報の入力画面になりますので
１）カード番号の下6桁
２）カードの有効期限
３）カードのCVV番号を入力し
Activate をタップします。

カードがアプリに追加されればカードの登録は完了となります。

Tpay アプリに Tpay カードを登録する方法
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1234 1234 1234 1234
12/32

CVV はカード裏のこちらの 3桁の数字

カード番号は下 6桁

有効期限は西暦で 12/32 の場合の入力例

203212



TPay アプリのアクティベートが完了しましたら、カードへのチャージが可能になります。
ここではオンラインウォレット「BXONE」を使ったチャージ方法を紹介します。

アプリを開き　　　「Accounts」→　　　名前をタップ→
　　  「Digital Assets Injection」をタップします。
入金できる通貨を選択します。
USDTもしくはUSDCでネットワークはEthereumもしくは
TRONの全4パターンから選ぶことができます。

　１）USDT - ネットワーク Ethereum（ERC20）
　２）USDT - ネットワーク TRON（ERC20）
　３）USDC - ネットワーク Ethereum（ERC20）
　４）USDC - ネットワーク TRON（ERC20）

BXONEの場合はネットワークがEthreumになるので、今回は
　　　USDT（ Ethereum）をタップします。

BXONEにログインし、左メニューの「Withdrawal」を選択。
通貨はUSDT（Tether ER20）を選択します。

入力画面が表示されます
　　送金するUSDT（Tether ER20）の金額を入れます
　　2回目以降はここから一度送金したアドレスを選択できます
　　TPay アプリでコピーしたアドレスをペーストします
　　送金が完了しましたら次に進みます。

送金後、数分～数十分で送金処理は完了となり
アプリ上で確認できます。

USDT（ Ethereum）をタップすると専用のQRコードと
送金先アドレスが表示されます。
　　　アドレスをタップしてコピーします。

ここまで完了しましたら、BXONEに進みます

※チャージ手数料は送金額の1.3％です。

TPay アプリ オンラインウォレットBXONE

TPay カードへのチャージ方法

USDTを持っていない場合は表示されません。
両替などしてUSDTを用意する必要があります。
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BXONEで送金後、数分から数十分で
アプリに金額が反映されているのを確認できます。



TPay アプリにログインする際に毎回パスワードを入力するのは大変です。
そこで顔認証をオンにすれば、パスワードを入れることなくログインが可能になります。

顔認証をオンにしよう

ATM用のPINをセットしよう

TPay アプリの便利な使い方

TPayカードの利用上限を設定しよう

カードを止めたい場合

ログイン後、Profile メニューの「Biomatric」をオンにすることで
次回より顔認証でログインすることができます。

メールアドレスが入った状態で「Login with Biometric」を
クリックすると顔認証でログインできます。

ATMで日本円を引き出す場合、PINコードを事前にセットする必要があります

「ATM PIN」を選択
します。

Cards メニューに
移動し表示されている
カードをタップします。

希望する6 桁の PIN
コードを入力します。

確認ポップアップが
表示されるので
「Change PIN」を
選択します。

完了ポップアップが
表示されればPINの
設定は完了です。

※ 設定後PIN番号はアプリ上では
    確認できないので、 PIN を忘れた
    場合は再度設定を行ってください。

Cards メニューに
移動し表示されている
カードをタップします。

アプリよりTPay カードの「1日あたりの利用額」と「1日あたりのATM限度額」を設定することができます。

カードを紛失した場合やなど、アプリからカードをロックすることができます。

Cards メニューに
移動し「CARD Limit」を
選択します。

限度額を入力します

Daily Purchase Limit(USD) - 1日のカード利用限度額（米ドルで設定）

Daily ATM Limit(USD) - 1日の ATMでの出金限度額（米ドルで設定）

※ 空白の場合は上限なしの設定となります（デフォルト）

Cards メニューに
移動し表示されている
カードをタップします。

Cards メニューに
移動し「Lock Card」を
選択します。

確認ポップアップが
表示されるので
「Lock」をタップ

表示が「Unlocl」に
なればロック完了です。

「Unlock Card」をタップすれば
ロックを解除できます。

ロックの解除

LOCKされると通知でも
お知らせが届きます。



TPay カードの利用履歴は「Cards」画面からカードをタップすることで詳細を確認できます。

利用明細の確認方法

１）3,880円の商品をAmazon で購入

「Transaction」の項目に3,880円の購入明細がPENDINGとして表示され、Tpay のレートで計算されたドルの金額
27.53USDが表示。利用先のAMAZON CO JPも表示されているのを確認できます。
Available Limit は 27.53USDが引かれた167.24USDとなります。

例）3,880円、2,160円の商品をAmazon から購入した場合、どのように表示されるか確認してみます。

利用明細の確認方法

Cards 画面のAlliance Cards をクリックすると詳細が表示
されます。こちらではカードの利用額、利用限度額、利用詳細など
確認することができます。
　Availablre Limit - 現在利用できる金額
　Card Limit - こちらの数字は特に気にする必要はありません。
　
　ステータス：PENDING - 処理中 / POSTED - 確定

２）2,160円の商品をAmazon で購入

３）決算処理が完了

「Transaction」の項目に2,160円の購入明細がPENDINGとして表示され、Tpay のレートで計算されたドルの金額
15.33USDが表示。
Available Limit は 15.33USDが引かれた153.93USDとなります。

１）一定の時間が経過し金額が確定されると明細の「PENDING」が　「POSTED」に変更されます。
２）その後、「POSTED」になった明細が合計されCREDIT 項目として形計上されます。
　　今回の場合、27.53＋15.33=42.86USDが計上されます。
3）確定した金額で引き落し処理をされますが、仮押さえされた時点でカードの金額は
　　処理されていますのでAvalible Limit の数字は変更ありません。

CHECK !

カードで利用できる金額は
「Available Limit」で確認。
仮押さえ処理の金額は「- 赤」
で表示。その後金額が確定
されると、合計額がCREDIT
項目として「緑」で表示され、
この緑の金額で引き落とし
処理がされます。
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